


す
べ
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
ず

ロ
ー
マ
か
ら
南
東
に
一
直
線
に
延
び
る
道

―
―
ア
ッ
ピ
ア
街
道
。
紀
元
前
三
一
二
年
に

建
設
が
始
ま
っ
た
最
初
の
ロ
ー
マ
街
道
で
あ

る
。
こ
の
街
道
は
、
共
和
制
ロ
ー
マ
時
代
の

最
高
位
の
一
つ
ケ
ン
ソ
ル
（
財
務
官
）
で
あ

っ
た
ア
ッ
ピ
ウ
ス
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
が
立

案
し
、
彼
自
ら
総
監
督
と
し
て
敷
設
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

ロ
ー
マ
の
イ
ン
フ
ラ
の
も
う
一
つ
の
雄
で

あ
る
ロ
ー
マ
水
道
も
、
ア
ッ
ピ
ウ
ス
の
立
案

に
よ
る
。
ロ
ー
マ
水
道
の
最
初
の
水
道
（
ア

ッ
ピ
ア
水
道
）
の
建
設
も
、
時
同
じ
く
紀
元

前
三
一
二
年
に
始
ま
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

ア
ッ
ピ
ウ
ス
は「
ロ
ー
マ
の
イ
ン
フ
ラ
の
父
」

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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ア
ッ
ピ
ア
街
道
に
始
ま
り
、
約
五
〇
〇
年

間
か
け
て
整
備
さ
れ
た
ロ
ー
マ
街
道
網
に

は
、
幹
線
が
三
七
五
本
も
あ
る
。
幹
線
だ
け

で
も
八
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
、

支
線
を
加
え
る
と
総
延
長
は
優
に
一
五
万
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
さ

に
「
す
べ
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
ず
」
の
言

葉
通
り
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

現
在
で
も
、
元
ロ
ー
マ
帝
国
地
域
で
は
、

そ
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ー
マ

か
ら
も
ア
ッ
ピ
ア
街
道
を
は
じ
め
、
ア
ウ
レ

リ
ア
、
カ
ッ
シ
ア
、
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
、
フ
ラ

ミ
ニ
ア
、
サ
ラ
ー
リ
ア
、
テ
ィ
ブ
ル
テ
ィ
ー

ナ
、
ラ
テ
ィ
ー
ナ
、
オ
ス
テ
ィ
エ
ン
セ
な
ど

の
ロ
ー
マ
街
道
が
延
び
て
い
る
。

ロ
ー
マ
拡
大
で
生
じ
た

軍
用
道
路
の
必
要
性

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
が

ペ
ル
シ
ャ
を
征
服
し
た
後
、
三
二
歳
の
若
さ

で
他
界
し
た
の
が
紀
元
前
三
二
三
年
。
ア
ッ

Part 1
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ピ
ア
街
道
建
設
開
始
の
わ
ず
か
一
一
年
前
で

あ
る
。
カ
ル
タ
ゴ
の
勇
将
ハ
ン
ニ
バ
ル
と
ロ

ー
マ
の
名
将
ス
ピ
キ
オ
が
戦
う
第
二
次
ポ
エ

ニ
戦
役
は
、
一
〇
〇
年
以
上
も
後
の
紀
元
前

二
一
八
〜
二
〇
一
年
、
ま
た
、
ユ
リ
ウ
ス
・

カ
エ
サ
ル
暗
殺
は
二
五
〇
余
年
も
後
の
紀
元

前
四
四
年
で
あ
る
。
そ
し
て
、
紀
元
前
三
一

二
年
の
日
本
は
ま
だ
縄
文
時
代
で
あ
る
。

こ
の
頃
の
ロ
ー
マ
は
、
ま
だ
イ
タ
リ
ア
半

島
中
部
し
か
領
土
に
持
た
な
い
都
市
国
家

で
、半
島
の
統
一
す
ら
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
ロ
ー
マ
街
道
を
発

案
し
た
ア
ッ
ピ
ウ
ス
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
に

は
、
将
来
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
繁
栄
が
見
え
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。し
か
し
な
ぜ
、

既
存
の
道
を
利
用
せ
ず
に
、
わ
ざ
わ
ざ
新
し

い
道
を
建
設
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ア
ッ
ピ
ア
街
道
は
最
初
の
ロ
ー
マ
街
道
で

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ロ
ー
マ
街
道
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
の
モ
デ
ル
で
も
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
「
街
道
の
女
王
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

そ
の
目
的
と
は
、
機
能
的
な
軍
用
道
路
の
建

歴史上の人物も通った、いにしえのアッピア街道



設
で
あ
っ
た
。

当
時
の
ロ
ー
マ
人
に
と
っ
て
、
道
は
自
然

発
生
的
に
で
き
た
も
の
で
よ
か
っ
た
。
塩
を

運
ぶ
た
め
に
で
き
た
「
塩
の
道
（
サ
ラ
ー
リ

ア
街
道
）」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か

し
、
紀
元
前
七
五
三
年
と
い
わ
れ
る
建
国
か

ら
四
〇
〇
年
ほ
ど
経
ち
、
ロ
ー
マ
の
支
配
地

域
が
広
が
る
に
つ
れ
、
軍
隊
の
迅
速
な
移
動

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
た
の
だ
。

ア
ッ
ピ
ア
街
道
も
、
最
初
は
ロ
ー
マ
領
の

南
端
で
あ
る
カ
プ
ア
ま
で
の
約
二
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ロ
ー

マ
が
征
服
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
ベ
ネ
ヴ
ェ

ン
ト
、
ヴ
ェ
ノ
ー
ザ
、
タ
ー
ラ
ン
ト
ま
で
延

長
し
た
。
そ
し
て
、
終
点
の
ア
ド
リ
ア
海
に

面
す
る
港
町
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
ま
で
の
約
六
〇

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
開
通
さ
せ
る
に
は
、
約

七
〇
年
か
か
っ
て
い
る
。

画
期
的
な
設
計
思
想
の
道
路

ロ
ー
マ
街
道
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
道
と
違
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っ
た
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。

第
一
に
、
軍
隊
の
迅
速
な
移
動
を
目
的
に

し
た
軍
用
道
路
で
あ
る
た
め
、
可
能
な
限
り

平
ら
な
直
線
と
し
て
建
設
し
た
こ
と
。
た
と

え
ば
、
道
を
平
ら
に
保
つ
た
め
に
、
地
盤
の

悪
い
湿
地
帯
で
は
、
無
数
の
杭
を
打
ち
込
み

土
手
を
築
い
て
、
そ
の
上
に
街
道
を
建
設
し

た
。
さ
ら
に
川
や
谷
で
は
、
道
と
同
じ
高
さ

に
橋
を
架
け
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
一
〜
三
メ
ー
ト
ル
程
度
の
歩
道

を
車
道
の
両
側
に
建
設
し
た
こ
と
。
軍
隊
の

移
動
時
に
は
、
一
般
の
人
々
と
混
在
し
た
街

道
で
は
、
迅
速
な
移
動
が
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
、
歩
道
と
車
道
を
分
離
す
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
、
重
要
な
ロ
ー
マ
街
道
の
ほ
と
ん

ど
を
、
全
線
、
敷
石
舗
装
で
建
設
し
た
こ
と
。

驚
く
こ
と
に
そ
の
舗
装
の
構
造
は
、
現
在
の

道
路
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
舗
装
全
体

の
厚
さ
は
一
・
〇
〜
一
・
五
メ
ー
ト
ル
程

度
、
最
上
層
の
敷
石
は
、
接
合
面
が
ぴ
っ
た

り
合
う
よ
う
に
切
っ
た
一
辺
七
〇
セ
ン
チ
メ

Part 1

紀元前６世紀頃の「７つの丘」から成るローマ復元模型。下
側がアッピア街道が建設される南東方向（ローマ文明博物館）

11m

弓形の排水勾配

路盤
1～1.5m
歩道約3m

排
水
溝

排
水
溝

歩道約3m道幅約4m

ローマ街道の標準断面図
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層
か
ら
な
る
街
道
の
車
道
部
分
を
侵
食
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
敷
石
舗

装
の
す
ぐ
外
側
に
樹
木
を
植
え
る
こ
と
を
厳

し
く
禁
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
を
み
る
と
、
軍
隊
を
い
か

に
早
く
通
過
さ
せ
る
か
に
細
心
の
設
計
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
嘆
す
る
。
ま
さ
に
古

代
の
「
軍
用
高
速
道
路
」
と
い
え
よ
う
。

ア
ッ
ピ
ア
街
道
の
始
点
は

ア
ッ
ピ
ア
街
道
の
現
在
の
始
点
は
、
サ

ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
門
（
旧
称
ア
ッ
ピ

ア
門
）
で
あ
る
。
こ
の
門
は
、
ロ
ー
マ
の
旧

市
街
を
囲
む
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
城
壁
の
一
八

の
門
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
城
壁
は
、
皇
帝

ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
（
在
位
二
七
〇
〜
二
七
五

年
）に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

ア
ッ
ピ
ア
街
道
の
建
設
当
時
に
は
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
。

建
設
当
時
の
ア
ッ
ピ
ア
街
道
の
始
点
は
、

セ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
城
壁
の
カ
ペ
ー
ナ
門
で
あ
っ

ー
ト
ル
程
度
の
大
石
を
隙
間
な
く
敷
き
詰
め

て
あ
る
。

第
四
に
、
街
道
を
堅
固
に
保
つ
た
め
に
、

雨
水
対
策
が
施
さ
れ
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
、

車
道
内
に
雨
水
が
浸
透
し
な
い
よ
う
、
道
路

中
央
部
を
高
く
し
た
弓
形
の
排
水
の
た
め
の

勾
配
を
設
け
、両
脇
に
排
水
溝
を
設
置
し
た
。

さ
ら
に
、
浸
入
し
た
水
が
溜
ま
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
舗
装
の
最
下
層
に
は
砂
利
を
敷
き
詰

め
た
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
樹
木
へ
の
対
策
が
な
さ
れ
た
こ

と
。
地
下
に
伸
び
て
く
る
樹
木
の
根
は
、
四山腹を通るローマ街道の復元模型（ローマ文明博物館）



た
。
こ
の
門
は
、
王
政
ロ
ー
マ
時
代
の
六
代

目
の
王
セ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
（
在

位
紀
元
前
五
七
九
〜
五
三
四
年
）
に
よ
っ
て

建
設
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
ロ

ー
マ
市
街
の
境
界
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
城
壁
も
城
門
も
、
今
は
残

念
な
が
ら
残
っ
て
は
い
な
い
。
カ
ペ
ー
ナ
門

の
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
は
カ
ペ
ー
ナ
広
場

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
現
在
の
始
点
で
あ
る
サ

ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
門
か
ら
一
・
五
キ

14

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
市
街
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ロ
ー
マ
街
道
の
起
点

紀
元
前
一
二
〇
年
頃
、
最
初
の
道
路
関
連

法
で
あ
る
「
セ
ン
プ
ロ
ー
ニ
ウ
ス
法
」
が
制

定
さ
れ
、
す
べ
て
の
ロ
ー
マ
街
道
に
は
一
ロ

ー
マ
マ
イ
ル
ご
と
に
石
柱
を
立
て
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
が
、
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
（
里

程
標
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
距
離
が
測
れ
る
た
め
、
ロ
ー
マ
街
道

Part 1

中世のローマ市街図とアッピア街道（From
The Historical Atlas by William R. Shepherd,
1923. "Courtesy of the University of Texas
Libraries, The University of Texas at Austin." ）

現在のアッピア街道の始点であるサン・セバスティア
ーノ門

コンスタンティヌス帝（在位337～340年）の頃のローマ市街復元模型。
コロッセオの上がフォロ・ロマーノ。アッピア街道は左下の先
（ローマ文明博物館）

アッピア街道最初のマイルスト
ーン。高さ約1.5ｍ、直径約0.5ｍ



の
違
い
に
よ
る
も
の
だ
。

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の
起

点
で
あ
る
元
標
は
、
フ

ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
カ

エ
サ
ル
の
演
壇
に
向
か

っ
て
左
手
奥
に
、
初
代

皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス

（
在
位
紀
元
前
二
七
〜
後

一
四
年
）
に
よ
り
、
紀

元
前
二
〇
年
に
造
ら
れ

た
。
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

設
置
開
始
か
ら
一
〇
〇

年
後
に
造
ら
れ
た
た
め
、

起
点
か
ら
最
初
の
マ
イ

ル
ス
ト
ー
ン
ま
で
の
距

離
に
誤
差
が
あ
っ
た
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

現
在
、
元
標
は
基
部

し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、

設
置
当
時
、
上
方
は
円

錐
形
で
金
色
を
し
て
い

た
。
現
在
も
ロ
ー
マ
を

15 アッピア街道

を
利
用
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
ず
い
ぶ
ん

と
便
利
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
ロ
ー
マ
マ
イ
ル
と
は
「
人
の
一
〇
〇
〇

歩
（
左
右
合
わ
せ
て
一
歩
、
今
で
い
う
二
〇

〇
〇
歩
）」
に
等
し
い
距
離
と
さ
れ
、
約

一
・
四
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
定
め
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の
起
点
は
、

ロ
ー
マ
の
政
治
・
経
済
の
中
心
地
フ
ォ
ロ
・

ロ
マ
ー
ノ
と
さ
れ
た
。

ア
ッ
ピ
ア
街
道
を
サ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア

ー
ノ
門
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た

右
側
に
、最
初
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
最
初
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
か

ら
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
地
図

上
で
測
っ
て
も
、
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
ま
で

と
ど
か
ず
、
前
述
し
た
カ
ペ
ー
ナ
広
場
付
近

と
な
る
。
最
初
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の
位
置

が
移
設
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
マ
イ
ル
ス

ト
ー
ン
の
起
点
は
、
建
設
当
時
の
ロ
ー
マ
街

道
の
始
点
と
同
じ
と
こ
ろ
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。

こ
の
誤
差
の
理
由
は
、
設
置
さ
れ
た
時
期

ローマの政治・経済の中心であったフォロ・ロマーノ。中央位置にマイルストーン起点元標とローマの中
心点のモニュメントがあった



起
点
と
す
る
街
道
の
元
標
と
し
て
現
役
だ
そ

う
で
あ
る
。
パ
リ
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
前

に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
街
道
の
元
標
や
、
東

京
・
日
本
橋
に
あ
る
日
本
の
街
道
の
元
標
と

同
じ
で
あ
る
。

「
ロ
ー
マ
の
へ
そ
」
が

起
点
と
い
う
説
も

フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
に
は
、
ロ
ー
マ
の
中

心
点
と
い
わ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
そ
こ

は
、「
ロ
ー
マ
の
へ
そ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
カ
エ
サ
ル
の
演
壇
に
向
か

っ
て
右
手
奥
、
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
で
も
ひ

と
き
わ
目
立
つ
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・
セ
ヴ
ェ

ル
ス
帝
（
在
位
一
九
三
〜
二
一
一
年
）
の
凱

旋
門
の
脇
に
あ
る
。
初
め
て
の
ア
フ
リ
カ
出

身
の
軍
人
皇
帝
と
な
っ
た
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ

ス
・
セ
ヴ
ェ
ル
ス
帝
の
時
代
に
造
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
今
は
レ
ン
ガ
を
積
み
上
げ

た
円
柱
の
基
部
だ
け
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ

の
上
に
ロ
ー
マ
の
中
心
点
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ

16

ン
ト
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

実
は
こ
こ
が
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の
起
点
元

標
で
あ
る
と
の
説
も
あ
る
。
マ
イ
ル
ス
ト
ー

ン
の
元
標
と
ロ
ー
マ
の
へ
そ
に
関
す
る
文
献

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
現
地
で
購
入

し
た
案
内
絵
地
図
に
も
両
者
に
関
す
る
記
載

は
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
ロ
ー
マ
街
道
の
利
用
者

に
と
っ
て
は
、
街
道
の
起
点
が
ど
こ
で
あ
ろ

う
と
問
題
は
な
く
、
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
で
現

在
位
置
が
わ
か
る
こ
と
に
利
用
価
値
が
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

街
道
跡
か
ら
し
の
ば
れ
る
歴
史

サ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
門
か
ら
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
、
い
に
し
え
の
ア

ッ
ピ
ア
街
道
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。

か
つ
て
は
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い
た
約
二
三

〇
〇
年
前
の
敷
石
舗
装
は
、
割
れ
て
丸
み
を

帯
び
、
凹
凸
が
激
し
い
。
こ
の
堅
い
敷
石
に
、

長
年
の
使
用
で
刻
ま
れ
た
馬
車
の
轍
跡
を
見

Part 1

セプティミウス・セヴェルス帝の凱旋門脇にあリ、
ローマの中心点といわれている「ローマのへそ」

2300年もの使用に耐えるアッピア街道の敷石舗装



現在ではかっこうの散歩道となったアッピア街道
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る
こ
と
が
で
き
る
。
車
道
の
両
側
に
は
窪
ん

だ
排
水
溝
跡
が
あ
る
。
そ
し
て
、
少
し
高
く

な
っ
た
歩
道
部
に
は
、
当
時
は
な
か
っ
た
松

の
木
々
が
木
陰
を
演
出
し
て
い
る
。

ロ
ー
マ
時
代
は
、
皇
帝
以
外
は
城
壁
内
に

墓
を
造
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

た
め
、
便
利
な
街
道
沿
い
に
は
墓
が
多
い
。

現
在
は
観
光
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
そ
れ
ら

の
墓
を
見
る
だ
け
で
も
楽
し
め
る
。
古
代
の

高
速
道
路
は
、
こ
う
し
て
現
在
、
か
っ
こ
う

の
散
歩
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
を
は
じ
め
、
何
人

も
の
歴
史
上
の
人
物
が
通
っ
た
に
違
い
な
い

ア
ッ
ピ
ア
街
道
。
こ
こ
に
立
つ
と
、
そ
ん
な

い
に
し
え
に
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

Part 1

第1回三頭政治のクラッススの息子が、妻チェチリア・メテッラの死を悼んで
建てた墓

古代ローマの面影を残すアッピア街道


